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第 58回 AMG学会 

【演題名】透析用穿刺針のゲージ数変化に伴う、透析効率と除去量の変化 

～シャントエコー結果との関連性を考える～  

① 今回の学会・研修の内容 

今年の学会テーマは「不易流行」、いつまでも変化しない本質的なものを忘れずに、新しく変化を重ねているものを取り入

れていくといった意味があります。AMG学会の開催目的としてAMG で働く職員が、日々業務の中で感じている疑問や問

題を研究発表することで、医療・介護の質向上につながります。また、AMG で働く職員が多職種間の理想的な連携につ

いて見識を深め、他病院・施設、他職種の取り組みについて見識を深めることができるような学会となっております。 

② 今回の学会に参加した感想や印象に残った発表 

第 58 回 AMG 学会は新型コロナウィルスが猛威を振るう中、動画視聴による WEB 開催となりました。今回、私が行った

研究は患者さんの治療内容をより良くしたいという思いから始まりました。患者さんにとって良い治療を提供するために研

究を重ね、試行錯誤を繰り返す日々でしたが、上司や他スタッフの協力で無事にやり終えることができました。そのおかげ

で、より良い状況を見つけていくには多くの人の助けが必要だと改めて実感しました。今回の学会を通して得られた知識を

今後の業務に活かしたいと思います。 

笛吹中央病院 臨床工学科 勝俣綾也 

  

  

 

 

 

 



 


